
一貫パレチゼーションと中継輸送による労働時間の短縮 長崎県
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【一貫パレチゼーションの実施】
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運送事業者がパレットを作成し、JAと市場の協力を得て、選果場から市

場までの一貫パレチゼーションを実現した。

【中継輸送の実施】
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1人の運転手が

• 3日目2日目After oi日目集荷担当

三塁コ賣！運行担当

00配達
帰り荷集荷担当

集荷、運行、配達をワークシェアリングで分担し、自社内中継輸送を実施。運行担当者の1運
行の所要時間は76時間から44~49時間に短縮した。
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＇ニー●パレット崩しの手荷役となっているため、積込作業に多くの人出を要している。

●下ろしの際には運転手一人で手荷役を行わなければならず、時間を要している（計3時間）

● 2個所下ろしの場合、下ろし時間が遅いため、2日目に帰り荷を積む時間がない。

一• A.一貫パレチゼーションによる荷役作業時間短縮• B.中継輸送による拘束時間短縮
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A一貫パレチゼーション
●Beforeでは集荷時に1時間（積込作業員あり）、配達時に3時間（運転手のみ・2カ所下ろし時）要してい

た荷役作業が、パレット化により、集荷時は20分、配達時20分～30分(1カ所下ろし）に短縮された。

●市場では、パレット下ろしの場合優先して荷下ろしができ、手待ちも発生していない。

B中継輸送
● 3人の運転手全てが改善基準告示を遵守して運行しているが、4日運行が3日運行に短縮した。

●大阪の市場に到達するのに、Beforeでは、21時間30分要したが、Afterでは12時間10分に短縮した。

●混み合うとされている夜中の取り下ろし時間であったが、スムーズに行えており、葉物や果物のように

鮮度が要求される作物の輸送にも対応できる。

●運行の運転手は、休息を加西営業所で取り、車中泊ではないため、体への負担が軽減される。

●Beforeでは、車中泊を2回行っており、夏季や冬季では、計26時間30分のアイドリングが必要となる

が、Afterでは、帰り荷集荷前の平均6時間のアイドリング時間に短縮され、燃費の向上も期待できる。

一I    I .市場への到達時間が早くなり、鮮度を要求される作物の競争力が増加する。

I      1 ●運転手の負担を軽減しつつ、運行回数の増加が期待できる。

|-
【ポイント】

●発荷主が、パレット化に前向きで、選果場のパレットの使用を認める等、協力的であった。

●運送事業者が、自らの費用でパレットを作成する等、パレット化に積極的であった。

●運送事業者が、加西堂業所を持っており、中継ポイントとして活用できた。
【課題】

●今回の実験では、積替え作業が発生したが、JAパレットをそのまま使うことで、作業負荷が軽減される。

●最繁忙期には人手不足により、実験ができなかった。短時間勤務者の採用等、戦力面の工夫がいる。
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